
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

特定家畜人工授精用精液等の報告書（令和４年（2022年）分）について 

令和４年（2022年）分の報告から本様式（様式第 28号）を使用してください。 

令和４年分については，令和４年１月～12月の運営状況を記入してください。 

精液，受精卵の両方について家畜人工授精所で取り扱っている場合は，それぞれ１枚作成の上，提出してください。 

記入例 

特定家畜人工授精用精液等に係る

許可証に記載されている業務の別

を，備考欄より該当する番号を選ん

で記入してください。 

 

令和３年 12月 31日時点の保存数量

を記載してください 

 

報告対象物ごとに報告書を作成してください。受精卵の場

合，体内受精卵と体外受精卵の数量はまとめてください。 

・生産数量：種付台帳参照 

・譲受数量，譲渡数量，廃棄又は亡失した数量：譲渡等記録簿参照 

・利用数量：家畜人工授精簿参照 

（参考）譲受数量＝搬入した数量，譲渡数量＝搬出した数量  

利用数量＝自家利用の数量 


